
平成 30 年 第 2回水巻町議会 定例会 会議録 

 

平成 30年 第 2回水巻町議会定例会第 1回継続会は、平成 30年 6月 7日 10時 00分、 

水巻町議会議事堂に招集された。 

 

１．出席議員は次のとおり 

 

   1 番  白 石 雄 二 

 

   2 番  出利葉 義 孝 

 

   3 番  廣 瀬   猛 

 

   4 番  水ノ江 晴 敏 

 

   5 番  松 野 俊 子 

 

   6 番  久保田 賢 治 

 

   7 番  小 田 和 久 

 

   8 番  岡 田 選 子 

 

   

 

    9 番  井 手 幸 子 

 

   10 番  住 吉 浩 徳 

 

   11 番  入 江   弘 

 

   12 番  津 田 敏 文 

 

   13 番  古 賀 信 行 

 

   14 番  近 藤 進 也 

 

   15 番  柴 田 正 詔 

 

   16 番  舩 津   宰 

 

   

 

２．欠席議員は次のとおり 

 

    

  



３．議場に出席した議会事務局の職員は次のとおり 

 

   局 長 ・ 入 江 浩 二 

 

   係 長 ・ 藤 井 麻衣子 

 

   主 任 ・ 原 口 浩 一 

 

 

４．地方自治法第 121 条の規定により、議場に出席したものは次のとおり 

 

町 長   美 浦 喜 明 

 

副 町 長   吉 岡   正 

 

教 育 長   小 宮 順 一 

 

総 務 課 長   蔵 元 竜 治 

 

企画財政課長   篠 村   潔 

 

管 財 課 長   原 田 和 明 

 

税 務 課 長   大 黒 秀 一 

 

住 民 課 長   手 嶋 圭 吾 

 

地域・こども課長   山 田 美 穂 

 

福 祉 課 長    吉 田 奈 美 

 

健 康 課 長   内 山 節 子 

 

建 設 課 長   荒 巻 和 徳 

 

 産業環境課長   増 田 浩 司 

 

 上下水道課長   河 村 直 樹 

 

 会計管理者   山 田 浩 幸 

 

 生涯学習課長   村 上 亮 一 

 

 学校教育課長   吉 田   功 

 

 図書館・歴史資料館係長   岩 下 裕 二 

 

 

５．会議付託事件は次のとおり 

 

   別紙のとおり 

  



 

 

 

 

 

平成 30 年６月 定例会 

（第２回） 
 

第 1回継続会 

 

 

 

 

本会議 会議録 
 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 6 月 7 日 

水 巻 町 議 会
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平成 30 年 第 2 回水巻町議会定例会 第 1 回継続会 会議録 

 

平成 30 年 6 月 7 日 

午前 10 時 00 分開議 

 

議 長（白石雄二） 

出席 16 名、定足数に達していますので、只今から平成 30年第 2回水巻町議会定例会第 1回

継続会を開きます。 

この際、諸般の報告を行ないます。6月 4日の本会議終了後に、水巻町自殺総合対策協議会委

員の推薦について、代表者会議を開催いたしました。委員には、3名の希望があり、くじを行な

った結果、津田議員を推薦することになりましたので、ご報告いたします。 

なお、議会選出の委員名簿は、お手元に配付のとおりでございます。ご確認ください。以上

で、諸般の報告を終わります。 

 

日程第 1 報告第 6号の訂正について 

議 長（白石雄二） 

日程第 1、報告第 6号の訂正についてを議題といたします。報告第 6号 平成 29 年度水巻町

一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について、お手元に配付しております訂正請求書の

とおり、町長から議案訂正の請求がありましたので、許可したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

 

― 異 議 な し ― 

 

異議なしと認めます。よって、報告第 6号の訂正については、許可することに決しました。 

 

日程第 2 諮問第 1号 

議 長（白石雄二） 

日程第 2、諮問第 1号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題といたします。只今から質

疑を行ないます。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。只今から討論を行ないます。ご意見はありませんか。 

 

― 意 見 な し ― 

 

討論を終わります。只今から採決を行ないます。諮問第 1号 人権擁護委員候補者の推薦に

ついて、これを適任とすることに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
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（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

結構です。賛成全員と認めます。よって、諮問第 1号は、適任とすることに決しました。 

 

日程第 3 同意第 1号 

議 長（白石雄二） 

日程第 3、同意第 1号 水巻町副町長の選任についてを議題といたします。これから審議をい

たしますが、副町長は、地方自治法第 117 条に規定されている除斥の対象ではありませんが、

人事案件でありますので、除斥扱いといたします。本議案終了まで副町長に退席を求めます。 

 

［ 副 町 長 退 場 ］ 

 

只今から質疑を行ないます。質疑はありませんか。近藤議員。 

 

14 番（近藤進也） 

14 番、近藤です。これまでに、かつて私がいないときですが、この吉岡氏が選ばれたわけで

すけれども、行政経験の浅い、このような方があなたのもりができるのかと私、疑ったんです

が、1期 4年間やったわけです。実際、この私のときには、ずいぶん陰湿な邪魔をされて、副町

長なくても 4年間やれたのですが、あなた、いなくてもやれるんじゃないかと私は思っている

んですけれども、実際、この副町長にかかる経費は、手当も含めて、この 4年間、どれだけの

支出がなされたのか、その費用負担について、お聞きしたいと思います。 

 

議 長（白石雄二） 

町長。 

 

町 長（美浦喜明） 

正確な数字ではないですが、副町長は 900 万円。年収ですね。4年間で、4×9で、3千 600

万円。それから退職金 600 万円ぐらいと思っております。以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

近藤議員。 

 

14 番（近藤進也） 

この 4年間やってみて、何をされた方か分かりませんけれども、これだけの支出があなたに

とっては、大した数字ではないと。これも他人の金じゃないんですよね。あなたの金でもない。

町民の大切な税金でありますので、有効に活用するという方向と、それから毎年のこの町の大

まかな予算としても、適切な予算としては、だいたい 80 億円前後。それが毎年 95億円、ある



- 3 - 

いは、100 億円に達する。そういう 100 億円を突出するかもしれませんよね。それぐらい公共投

資が著しく、ずいぶん目につくんですが、先行投資といえば先行投資かもしれません。実際に、

この見合った、私どものこの水巻の、内容に見合った適切な支出がなされているのかどうか。 

それは、かつて、私のときも、水道料金の値下げにも反対。金がかかるんだ。子ども医療費

の無料化にも反対。特に、蔵元さんが企画財政課のときには、子ども医療費の無料化は、経常

的にお金が、支出が大きく膨らんでくると。これ止めろと。ずいぶん邪魔をされたもんですが、

あなたのときは、何でもがすんなりと、どんどん積み重ねて、この町にかかる予算が、経常経

費がずいぶん膨らんでいったということもあります。 

このときに、はじめて、また再度、副町長がこれからどういうことで、どういった仕事をさ

れるのか分かりませんが、どうしても必要かと。必要であるならば、なぜ置くのかと。どうい

ったところにあなたの仕事の補佐ができるのか、その辺のところをお伺いしたいのですが、い

かがでしょうか。 

 

議 長（白石雄二） 

町長。 

 

町 長（美浦喜明） 

1 つは、副町長という 1つの組織です。遠賀郡でも副町長会というものがありまして、やはり

他町との関係で、町長会、副町長会、それから課長会。そういうものがあります。そういう中

で、水巻がやはり副町長は、水巻のまず事務方のトップでございますので、事務方の調整をす

る。そして、町長会に上げる。こういう組織があります。そういう意味でも、やはり副町長は

必要だと。 

それから、やはり日々の中で、私も出張等がありまして、緊急な場合に、職員が、まずは副

町長に相談して対応する。そういうような水巻の体制。これからいろんな事業をやる。それか

ら、災害等もあります。町長ひとりでオールマイティではありませんので、やはり副町長、そ

して、課長、管理職と、それから職員。そういうひとつになって、力を合わせてやりたいとい

う意味で、ぜひ副町長の承認をしていただきたいと思っております。以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

他にございませんか。質疑を終わります。只今から、討論を行ないます。ご意見はありませ

んか。古賀議員。 

 

13 番（古賀信行） 

私は、反対の立場から意見を述べます。なぜかと言いますと、私が議員じゃないとき、北九

州市の合併の陳情書を議会に提出したわけです。そのとき、総務財政委員会委員をされていた

吉岡町議会議員は、その私の陳情書に、採択に反対されたわけです。政治家というのは、人間

というのは、政治家だけじゃなくて、言ったことを実行しない人間は、私、大嫌いなんですよ。

選挙のときは、北九州との合併を訴えながら、実際、議会にそういうことを提出されたら反対
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するという、その他にも、何人か議員さんおられましたけど。そういう点で、国会でも嘘ばっ

かり言っていますけど、そういう人間性が問われる人は、私は大嫌いなんです。そういう点を

もって、私は、吉岡氏の副町長の選任には、反対いたしたいと思います。以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

近藤議員。 

 

14 番（近藤進也） 

近藤です。私は、態度を保留したいと思います。その理由につきましては、かつて、私が勤

めているときには、ある企業の、家も建てられないような崖の図面を持って、町で買ってくれ

と言われまして、とても人格的に適切な方ではないというふうに判断いたしております。それ

を町長がいいと思って採用しているわけですから、それはそれをもってしかるべきで、ただ、

私の思うところでは不適切な方ではないかと。 

そういった、普通、町に寄付の申し入れということはありますが、家も建てられないような

土地を、とんでもないところを買ってくれと言って出かけてくる、そういった企業のおつかい

をするような人を、即座に副町長に任命をしたというところも、どういった繋がりでされてい

るのか、そういったことを認識してやられているのではないかと思います。 

よって、私は、まだこの方を、十分な副町長としての人格だというふうには認めておりませ

んので、今回は保留をいたします。 

 

議 長（白石雄二） 

ほかに。討論を終わります。只今から、採決を行ないます。同意第 1号 水巻町副町長の選

任について、これを同意することに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 

 

（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

賛成多数と認めます。よって、同意第 1号は、同意することに決しました。暫時休憩いたし

ます。 

 

午前 10時 10 分 休憩 

 

［ 副 町 長 入 場 ］ 

 

午前 10時 12 分 再開 

 

日程第 4 同意第 2号 

議 長（白石雄二） 

再開いたします。日程第 4、同意第 2号 水巻町教育委員会委員の任命についてを議題といた
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します。只今から質疑を行ないます。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。只今から、討論を行ないます。ご意見はありませんか。 

 

― 意 見 な し ― 

 

討論を終わります。只今から、採決を行ないます。同意第 2号 水巻町教育委員会委員の任

命について、これに同意することに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 

 

（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

賛成全員と認めます。よって、同意第 2号は、同意することに決しました。 

 

日程第 5 同意第 3号 

議 長（白石雄二） 

日程第 5、同意第 3号 水巻町教育委員会委員の任命についてを議題といたします。只今から

質疑を行ないます。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。只今から、討論を行ないます。ご意見はありませんか。 

 

― 意 見 な し ― 

 

討論を終わります。只今から、採決を行ないます。同意第 3号 水巻町教育委員会委員の任

命について、これに同意することに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 

 

（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

賛成多数と認めます。よって、同意第 3号は、同意することに決しました。 

 

日程第 6 報告第 2号 

議 長（白石雄二） 

日程第 6、報告第 2号 水巻町税条例の一部改正の専決処分の報告についてを議題といたしま

す。只今から、質疑を行ないます。質疑はありませんか。岡田議員。 
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8 番（岡田選子） 

税条例の一部改正の専決処分の報告についての質疑をさせていただきます。3月議会にいただ

きました行政報告の資料によりますと、4月 1日からの改正は、固定資産税で地方税制の特例措

置の創設の延長ということで、バリアフリー改修の行なわれた劇場や音楽堂にかかる減額措置

を創設。新築住宅にかかる税額の減額措置を 2年延長しますと。この 2項目が行政報告資料に

は書かれていますが、今回、これをいろいろ見てみますと、法人町民税の申告のこととか、い

ろいろたくさん出ております。 

それで、これ全部説明することは大変難しいし、お手間かかると思うんですが、大まかにこ

の 2つ以外のことで、今回の税条例の改正部分について、資料も何にも今回いただいていませ

んので、少し説明をいただきたいと思います。 

 

議 長（白石雄二） 

課長。 

 

税務課長（大黒秀一） 

只今の岡田議員の質問にお答えいたします。3月議会のときに、なるべく町民の生活に関わる

ようなところを、かいつまんで説明した資料を作成いたしました。ところが、今ご指摘ありま

したように、法人ですとか、そういったところで、少し町民の生活とあまり関係ないところの

改正があっております。 

その中で、今回専決した中で、まず第 48 条のところになりますけれども、これが法人にかか

るところになります。ここを簡単に説明いたしますと、海外に子会社など、そういった関係会

社を持つ国内の法人が対象となる規定ということになります。子会社等を租税回避地、タック

スヘイブンと呼ばれる、こういったところに設置して、租税負担の不当な軽減を図る事例、こ

ういった分が少し前に起こっております。 

これに対応するために、国のほうで、外国子会社合算税制というものが創設されておりまし

て、これが適用される場合に、租税特別措置法の規定で定められました控除対象となる所得税

額等を、地方法人税からも控除しますよというような内容になります。この控除の順番も決ま

っておりまして、まず国の法人税、それから地方法人税、法人県民税の法人税割、最後に、ま

だ控除しきれない金額がある場合に、法人町民税の法人税割。ここから控除をするというよう

な内容でございます。こういったケースが今後発生するかどうか、少しあるかもしれないです

けれども、ちょっと分からないところであります。 

それから、もう 1つが第 52 条のところになります。ここも大変分かりにくくて、説明が難し

いところであるんですけれども、法人町民税にかかる納期限を延長した場合の延滞金について

の規定であります。 

今回の税制改正で、第 2項、第 3項、第 5項、第 6項を追加しているところです。納期限を

延長した場合に発生いたします延滞金なんですけれども、申告後に減額更生、一度金額が間違

っていましたということで、減額更生をされ、またその後に、さらに間違っていましたという

ことで、増額更生があった場合につきまして、増額された部分には延滞金がかかるんですけれ
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ども、ここの延滞金の計算にかかります期限の納付されたところの期限を定める規定になりま

す。 

申告期限に納付された部分は、その納付がされていた期限を控除して計算するというような

ものになりまして、納付期限に一度申告します。それから、増額分があったら、それまでの期

間が本来、延滞期間となります。ただし、一度減額しました。そこまでの部分は、その期間か

ら省きますよという内容になります。そういった企業にとりましては、どっちかといえば有利

な改正になってきます。過去にこういった分があったのかどうか調べてみたところ、水巻町内

の企業においてはございませんでした。かなりレアなケースかと思っております。 

今回専決処分の中で、改正された部分で、説明がきちんとされていなかった部分は、この 2

点になります。以上でございます。 

 

議 長（白石雄二） 

岡田議員。 

 

8 番（岡田選子） 

では、タックスヘイブンにかかるような海外子会社のある企業は、今のところはないという

ことでいいんですか。 

 

議 長（白石雄二） 

大黒課長。 

 

税務課長（大黒秀一） 

お答えいたします。そのかかる企業はどれだけあるかというような資料は、町には届いてお

りません。これまでも、従前の制度がございまして、その中で海外に子会社があるような企業

に関しましては、外国税額控除というようなもので、控除されるような仕組みは、元々ござい

ました。その控除を受けた企業を調べてみましたところ、2002 年から現在までの間に 7社ほど、

町内にございました。 

その 2002 年当初の企業が、今、存在するかどうかと、そこまではちょっと追いかけてはいな

いんですけれども、実績としては、そういったところがあります。ただし、この企業がすべて

そのタックスヘイブンという、新しいここの制度に該当するような子会社をお持ちかどうかは、

ちょっと掴めておりません。これ調査しようと思うとなれば、国税局とか、そういったところ

で調査する必要がございまして、本町ではそこまではしておりません。 

 

議 長（白石雄二） 

ほかに。質疑を終わります。只今から、討論を行ないます。ご意見はありませんか。 

 

― 意 見 な し ― 
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討論を終わります。只今から、採決を行ないます。報告第 2号 水巻町税条例の一部改正の

専決処分の報告について、承認することに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 

 

（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

結構です。賛成全員と認めます。よって、報告第 2号は、承認することに決しました。 

 

日程第 7 報告第 3号 

議 長（白石雄二） 

日程第 7、報告第 3号 水巻町国民健康保険税条例の一部改正の専決処分の報告についてを議

題といたします。只今から、質疑を行ないます。質疑はありませんか。岡田議員。 

 

8 番（岡田選子） 

今回、また、例年、基礎課税額が引き上がりつつある国保なんですけれども、基礎課税額が

58 万円ということに、また 4万円引き上がっています。それで 54 万円のときと比べて、58 万

円の対象となる世帯がどのくらいあるのかということと、それによる保険税の負担額です。そ

れと、それが所得のある方に対して重くなるわけですけれども、それに比べて 5割軽減、2割軽

減の方が増えるということなんですけれども、その方々が何世帯あって、どのくらい軽減され

るのかという金額をお答えいただきたいのと、基礎課税額が 58 万円という方々の所得です。ど

のぐらいの所得の方、年収のほうがわかりやすいのかな。年収にどのくらいの方があたるのか、

ということをお尋ねいたします。 

 

議 長（白石雄二） 

大黒課長。 

 

税務課長（大黒秀一） 

岡田議員の質問にお答えいたします。まず、今回の改正でどのような影響が出るのかという

ことだと思います。平成 29 年度の課税状況をもとにシミュレーションをいたしておりますが、

まず、2割負担が適用される世帯が 6世帯増えます。また、5割負担が適用される世帯が 16 世

帯増えまして、そこで町の税収に関する影響額としましては、63万円ほど減収となる見込みで

ございます。これは対象となる納税者の方からすれば減税となり、有利な内容になるのかなと

思っております。 

一方で、課税限度額が 58 万円に改定されるということで、これによります対象世帯数、今ま

で平成 29年度で 54 万円の限度額にかかっていた世帯の方、46 世帯ございます。この方たちに

影響が及びますが、そのうちの 38世帯が 58 万円の限度額に達するというようなことになりま

す。これによる税収分ですけれども、167 万円程度というふうに試算をしております。こちらは

納税者から見ると、増税となってしまうような内容になっております。今の額を差し引きいた

しますと、単純に計算しまして平成 29 年度に比べると、この分に対しては 104 万円ほど増収に
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なるのではないかというふうに見込んでおります。 

それから 58 万円となる方の収入なんですけれども、これは計算式がありまして、逆算をした

ところ所得で換算しますと、1人世帯の方、加入者が 1人の場合で 705 万 5 千円以上ということ

になります。それから、世帯の中に 2人の加入者がおられるところは 680 万 5 千円。それから、

3人の加入者がおられる世帯の場合は、655 万 5千円以上となる場合に 58 万円の上限がかかる

という形になります。 

これを収入に換算してみました。公的年金等収入ということで仮定して収入額に直しました

ところ、だいたい、およその数字でよろしいでしょうか。900 万円前後の収入を得ている方が、

このへんに該当するというふうなことになっております。以上でございます。 

 

議 長（白石雄二） 

岡田議員。 

 

8 番（岡田選子） 

国保は今でも高すぎるという国保税ということで、延滞されているような方もおられるんで

すけれども。水巻の場合は、徴収率も大変いい成績ではなっておりますが、果たして 900 万円

前後の収入の方が、高額所得者となるのかというところなんです。そこらへんで、やっぱり今

いろんな社会保障がある中で、厳しいのではないかというふうに、私などは思うんですが。こ

の、上の方にもっと負担を、これずっと、国民健康保険税って上がり続けているんです。課税

限度額が。もう 10 年ぐらい上がり続けているんじゃないですかね。 

ですから、このことについて、30何世帯しかいないんですよね。ですから、これは負担は重

いというふうに、私は思うんですが、担当課としてはこの方々は、軽く払える金額だとお考え

でしょうか。 

 

議 長（白石雄二） 

大黒課長。 

 

税務課長（大黒秀一） 

今のご質問にお答えいたします。まずは 900 万円の収入が高いかどうかは、ちょっといろい

ろ考え方があると思います。国の基準でございますので、このほかに後の議案のほうで給与所

得者の方の控除額の見直しとか、控除額の限度額のところの話がございますけれども、そこを

国は 850 万円以上の給与収入がある方を、1つ区切りをつけております。900 万円というところ

は国の考え方に従えば、厳しすぎる内容ではないのかなというふうには感じております。それ

で、軽く払えるかどうかということにつきましては、ちょっとお答えがしにくいんですけれど

も。 

先ほどこれと並行しまして 2割負担、5割負担のところの見直しもあわせてしておりますので、

こういう言い方が適切かどうかわかりませんけれども、低所得者の方には幾分かやさしく、高

所得者の方には少し厳しい内容の改正ということで、議員おっしゃったように、何年か前から
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ずっと国保税が上がり続けていることは承知しておりますけれども、こちらの負担は、致し方

ないのかなというふうに考えております。 

 

議 長（白石雄二） 

質疑を終わります。古賀議員。 

 

13 番（古賀信行） 

今度の税条例の改正は、政府によってですけれど。私がいちばん心配しているのは、今年の 4

月から国民健康保険税が全国都道府県単位になったことです。最初、総務省は 2年間ぐらいは、

値上げしないということを言っていましたけれど、実質的には高額所得者は、こんなふうに増

税のほうにいってしまったんですけれど。 

これと関係ありませんけれど、先日、厚生労働省が後期高齢者の 1人あたりにかかった年間

の医療費を発表していました。高いところは、一番悪かったのが福岡県で、1人あたり 75歳以

上の医療費が 110 万円かかったと新聞で発表していました。安いところは 70 万円台でした。だ

から、そんなふうに 35、6 万円の差があるし、高いところと安いところは。それを月割すれば 3

万円前後安くなるわけです。高いとこ安いとこで。そういう点では、これは税金を上げんと実

際パンクしている、一般会計から繰り入れやっていますけど。どこの市町村もほとんどそうで

すけど。パンクしているからやっていますけれど。これをずっとこのままやったら、こういう

税金とるほうはいいかもわからんけれど、とられるほうはやっとの思いで税金を払っている人

もいるわけです。 

そういう点で、こういう税金を下げるには、私がいつも言いますように年寄りの生きがいを

つくること。それは憩いの場所、仕事を与える、そして希望を持たせる。私は今回も 5月行っ

て来ました。それは、ずっと以前ＮＨＫのニュースを見て、行って来たんです。それは和歌山

県みなべ町ですね。 

 

議 長（白石雄二） 

 古賀議員、ご質問は何でしょうか。 

 

13 番（古賀信行） 

そういう点で私の質問は、すぐと言いませんけれど、折を見つけては全国の市町村によって

は、税金の高低差がかなりあると思います。そういう点で、できたらわかる範囲内でいいです

から、今日と言いませんけど、都道府県単位でもいいし、また、市町村単位でもいいし、ある

程度の税額の内容を教えていただきたいと思います。以上です。 

 

［ 「すぐでなくてもいいから。あとでも。」と発言する者あり。 ］ 

 

議 長（白石雄二） 

大黒課長。 
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税務課長（大黒秀一） 

古賀議員の質問にお答えいたします。それは県内の市町村の国保税額の比較したような表で

よろしいかなというふうに、今理解したんですけれども。それでしたら― 

 

［ 「県内と県の都道府県によって違うわけ。こないだの新聞、後期高齢者ですけど。」と発言

する者あり。 ］ 

 

議 長（白石雄二） 

古賀議員。 

 

13 番（古賀信行） 

違うんですけれど、そういう点も、全部と言いませんけど、わかる範囲内でいいですから。

以上です。 

 

税務課長（大黒秀一） 

わかりました。そしたら、本日資料持って来ておりませんので、後日わかる範囲で作成して

お示ししたいと思います。 

 

議 長（白石雄二） 

質疑を終わります。只今から、討論を行ないます。ご意見はありませんか。岡田議員。 

 

8 番（岡田選子） 

日本共産党を代表して、この国保の税条例の一部改正の専決について、反対の立場から討論

させていただきます。 

国保税については、本当に皆さん高すぎる国保税と、それで私どもは払える国保税にという

ことで、これまで質問を続けてまいりましたし、意見書等なども提案してまいりましたが、や

はり国が、基本的には、国保負担金を下げているということが一番の問題だと思います。それ

を、やはり、地方自治体の高額所得者とは言い切れないという、ボーダーラインにいるような

方々の負担を重くして、そして 2割、5割軽減の方も、今回にいたりましても、増税が 104 万円

で減税が 63 万円ということで、増やした分だけ低所得者層の人が軽くなったかというと、そう

ではなくて結果的には増税だということになっております。ですから、この今回の見直しにつ

いては反対をさせていただきます。 

 

議 長（白石雄二） 

 ほかにございませんか。只今から、採決を行ないます。報告第 3号 水巻町国民健康保険税

条例の一部改正の専決処分の報告について、承認することに賛成の方は、挙手をお願いいたし

ます。 



- 12 - 

 

（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

賛成多数と認めます。よって、報告第 3号は、承認することに決しました。 

 

日程第 8 報告第 4号 

議 長（白石雄二） 

日程第 8、報告第 4号 平成 29 年度水巻町一般会計補正予算（第 7号）の専決処分の報告に

ついてを議題といたします。只今から、質疑を行ないます。質疑はありませんか。井手議員。 

 

9 番（井手幸子） 

9 番、井手幸子です。職員退職手当準備基金積立金について、ちょっとお尋ねいたします。議

案書としては、うしろの 14、15 ページです。今回、専決処分において 4千万円の積立金が計上

されています。これは年次計画的に退職者の数とかを考え合わせながら、追加をしたり予算を

たてたりということだと思うんですけれど。この条例についてちょっと調べてみましたところ、

水巻町職員退職手当準備基金の設置管理及び処分に関する条例、この条例が適用されるんです

かね。この範囲にちょっと質問しますけど。 

 

議 長（白石雄二） 

蔵元課長。 

 

総務課長（蔵元竜治） 

はい、お答えいたします。今、議員が言われた条例に該当いたします。 

 

議 長（白石雄二） 

井手議員。 

 

9 番（井手幸子） 

それを見てみますと、これは昭和 39 年から施行されているということで、これ随分古いもの

でありますけれど。これによると、積立は 50 万円以上とする。そしてまた、次の場合において

は積立を停止することができるという、第 2項に積立金が 1千万円以上になったときに停止を

することもできるというふうに、これ条例には示してありますけど。これに沿うと相当ちょっ

と開きがあるので、必要であれば改正、見直しというのも必要ではないかと思いますが、いか

がですか。 

 

議 長（白石雄二） 

蔵元課長。 
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総務課長（蔵元竜治） 

お答えいたします。今、議員が言われましたが、そちらに 50 万円と 1千万円ということで乖

離があるということで、いずれも、することができるということでございますので、その範囲

の中で財政と協議しながら、今後の退職者の動向を見据えて、基金を適正に積立て、または、

退職者が多い場合には基金を取り崩していきたいということにしておりますので、50 万円と 1

千万円というところでは見てはおりません。以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

井手議員。 

 

9 番（井手幸子） 

当時の退職金の金額とか、相当違っているところとかもあると思いますし、少なくしてとい

う話ではないんですけれど、あまりにも乖離をしているというところで、ちょっと違和感を感

じるところなんですけれど。では、このまま、この条例のままで今後もいくということですか。 

 

議 長（白石雄二） 

蔵元課長。 

 

総務課長（蔵元竜治） 

今言われました内容につきましては、少し持ち帰って検討したいと思います。以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

ほかに。岡田議員。 

 

8 番（岡田選子） 

地方債について伺います。議案書の 12、13 ページです。土木債ですけれども、土木債が大き

く 4千 900 万円という金額が地方道路等整備事業債というものが減額され、その下に公共事業

債として 1千 540 万円、合計 6千 400 万円という金額が減額されています。 

そして、その下の緊急防災減災事業債の 1千 250 万円、これは、14 ページの支出を見たとき

に、きちっと 2款 1項 6目ですか、ここでマイナスできちっとあがってきているので、ここの

支出の部分ではここで減額されているのかということがわかるんです。この土木債の、大きな

この 6千 400 万円という減額について、支出の面では 18 ページの 8款 2項 2目の 1千 540 万円

と街路事業の 567 万円、こういうものはわかるんですが、あと、減額部分は支出について、使

わずに大きく見積もっていただけということなのかどうか。そこを説明いただきたいと思いま

す。 

 それと国庫支出金についても 10ページの土木費国庫支出金というところで、4千 500 万円と

いう大きな数字が建設課で 2千 300 万円です。管財課の部分は、多分、先ほど言っていた部分

などかなと思うので、ＬＥＤ事業についてかなと思うんですが、そのへんの減額部分について、
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説明をいただきたいと思います。 

 

議 長（白石雄二） 

篠村課長。 

 

企画財政課長（篠村 潔） 

岡田議員の質問にお答えいたします。私のほうから起債の関係について、ご説明させていた

だきます。今ご指摘いただきました起債の関係です。地方道路等整備事業債、公共事業等債、

緊急防災減災事業債という形です。今回の起債の減額につきましては、最終的に今年度の事業

等がほとんど固まりましたので、必要ではない起債、その中で国庫補助金、あとは起債、あと

一般財源等の調整をさせていただく中で、必要でないということの金額について、今回減額を

させていただいたものでございます。 

先ほど議員からありましたように、例えば2款であれば庁舎非常用電源の分であったりとか、

緊急防災です。道路の関係につきましては、18、19 であります道路新設改良費並び街路事業、

これは負担金でございますが、このへんの減額の分でございます。 

今回の金額の特に歳出の減額については、これがすべて決算上の減額ということではござい

ません。当然歳入との調整とかもいろいろさせていただいた関係になるので、最終的には決算

のほうではっきりした数字を出すと思いますが、今回はそれも含めて最終的なところで、起債

についても必要以上に借りる必要はございませんし、当然補助裏の分であれば補助金がないと、

当然、起債も借りられないわけですから、そのへんのところを整理させていただいたというと

ころでございます。以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

岡田議員。 

 

8 番（岡田選子） 

そしたら、歳出の部分で減額するというのではなくて、余分に借りていた部分としてあげな

かったという理解でいいんでしょうか。 

 

議 長（白石雄二） 

篠村課長。 

 

企画財政課長（篠村 潔） 

一応、当初予算のときとか事業を組むときに、国、県に、今年度、この事業をやるので、こ

れだけの起債を借りますということで、一応あげさせていただいて、それで予算を組まさせて

いただいているところがあります。先ほど言いましたように、当然事業であれば入札残とかで

事業費が下がることもありますので、そのへんのところで最終的な調整をさせていただいて、

していたということですから、当初から多く見積もっていたということではなくて、設計額と
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かそのへんの中であわせた中で、地方債の予算を組ませていただいておりますので、それに基

づいて決算見込みにあわせた形で、今回減額をさせていただいたということでございます。以

上です。 

 

議 長（白石雄二） 

いいですか。古賀議員。 

 

13 番（古賀信行） 

歳出の総務費の中の一般管理費の中で、水巻町職員退職手当準備積立金ですか。これ 4千万

円。それから、その下の財産管理費の水巻町公共施設等整備基金積立金、これ 3千万円増額で

すか。これは当初予算でこういう退職金なんかわかっているから、補正やなくて組めなかった

かという点です。そういうことを質問します。 

 

議 長（白石雄二） 

篠村課長。 

 

企画財政課長（篠村 潔） 

古賀議員のご質問にお答えいたします。当然、ご指摘のように当初予算の段階で予算として

組めれば、それが一番ベストだと思っています。平成 29 年度につきましても、予算を組むにあ

たっては財政調整基金から 3億円、結果的に今回 1億円減らしましたので、2億円繰り入れない

と予算が組めないという状況でございました。 

それで、最終的にそのときの事業の進捗状況とかにらみまして、たとえば先ほど言った入札

残であるとか、事業の減とかも含めて減らした中で、最終的に予算の余剰財源が若干見込める

ということの中で、本来必要である職員退職手当の準備基金とか、今後、公共施設も老朽化に

伴って、維持補修とかもかなり見込めますので、このへんのところを、予算を組まさせていた

だいたということでございます。 

繰り返しになりますが、本来当初で組めれば一番ベストだと思いますが、なかなか組めない

ので、最終的に決算の見込みを見た中で、判断をさせていただいたということでございます。

以上です。 

 

議 長（白石雄二） 

 ほかにございませんか。質疑を終わります。只今から、討論を行ないます。ご意見はありま

せんか。 

 

― 意 見 な し ― 

 

討論を終わります。只今から、採決を行ないます。報告第 4号 平成 29年度水巻町一般会計

補正予算（第 7号）の専決処分の報告について、承認することに賛成の方は、挙手をお願いい
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たします。 

 

（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

結構です。賛成多数と認めます。よって、報告第 4号は、承認することに決しました。 

 

日程第 9 報告第 5号 

議 長（白石雄二） 

日程第 9、報告第 5号 平成 29 年度水巻町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 4号）の

専決処分の報告についてを議題といたします。只今から、質疑を行ないます。質疑はありませ

んか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。只今から、討論を行ないます。ご意見はありませんか。 

 

― 意 見 な し ― 

 

討論を終わります。只今から、採決を行ないます。報告第 5号 平成 29年度水巻町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第 4号）の専決処分の報告について、承認することに賛成の方は、

挙手をお願いいたします。 

 

（ 賛 成 者 挙 手 ） 

 

結構です。賛成全員と認めます。よって、報告第 5号は、承認することに決しました。 

 

日程第 10 報告第 6号 

議 長（白石雄二） 

日程第 10、報告第 6号 平成 29 年度水巻町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告につい

てを議題といたします。只今から、質疑を行ないます。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。報告第 6号 平成 29年度水巻町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報

告について、町長報告を終わります。 
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日程第 11 報告第 7号 

議 長（白石雄二） 

日程第 11、報告第 7号 平成 29 年度水巻町公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告につい

てを議題といたします。只今から、質疑を行ないます。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。報告第 7号 平成 29年度水巻町公共下水道事業会計予算繰越計算書の報

告について、町長報告を終わります。 

 

日程第 12 議案第 26 号 ／日程第 13 議案第 27 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 12、議案第 26号 水巻町役場事務分掌条例の全部改正について、及び日程第 13、議

案第27号 事務機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例の制定についての2案件を一括議

題といたします。只今から、質疑を行ないます。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。只今、議題となっています、議案第 26号、及び議案第 27 号については、

総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 14 議案第 28 号 ／日程第 15 議案第 29 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 14、議案第 28号 水巻町周遊拠点施設設置及び管理条例の制定について、及び日程第

15、議案第 29 号 水巻町道路、河川その他の行政財産の使用料及び占用料徴収条例の一部改正

についての 2案件を一括議題といたします。只今から、質疑を行ないます。質疑はありません

か。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。只今、議題となっています、議案第 28号、及び議案第 29 号については、

総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 16 議案第 30 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 16、議案第 30号 水巻町税条例等の一部改正についてを議題といたします。只今から

質疑を行ないます。質疑はありませんか。 
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― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。只今、議題となっております、議案第 30 号 水巻町税条例等の一部改正

については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 17 議案第 31 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 17、議案第 31 号 水巻町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正についてを議題といたします。只今から質疑を行ないます。質疑はありませ

んか。岡田議員。 

 

8 番（岡田選子） 

今回の改正で、第 10 条第 3項第 10 号になるんですかね。これを付け加えるということにな

っております。厚生労働省令ということなんですけれども、この改正に伴い、水巻町でも同じ

ように改正するということなんですけれども。当町において、これを付け加えることの意味で

す。付け加えなければならないという理由です。それの説明をお願いします。 

 

議 長（白石雄二） 

吉田課長。 

 

学校教育課長（吉田 功） 

議員のご質問にお答えいたします。今回の改正につきましては、平成 29年 12 月 26 日に閣議

決定されました、平成 29 年の地方からの提案等に関する対応指針を受け、放課後児童支援員の

基礎資格等について、厚生労働省令の改正が行なわれたことに伴い、その改正の趣旨を勘案し

まして、町においても同じく条例の改正が必要であるというふうに判断をいたしました。以上

でございます。 

 

議 長（白石雄二） 

岡田議員。 

 

8 番（岡田選子） 

この第 10号がついたことによりまして、資格っていうものがあまり重視されなくてもよいと

いうふうにも受け取れるんですよ。経験値だけでよろしいということなんですけれども。私ど

もが放課後児童の育成支援を考える上で、支援員というのはもちろん、県の研修受けた方は当

然なんですけれども、やはり集団というものを子どもの個人に関わるのも当然ですけど、集団

ってなると、やはりそれなりの経験はもちろんですけれども、いろんな専門的な勉強もありで

す。 

特に運営指針です。厚労省が出しております運営指針のほうでも支援員というのは、やはり
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豊かな人間性と倫理観を備え、常に自己研鑽に励みながら、必要な知識及び技能をもって育成

支援にあたる役割があると、こういうふうに書かれてあります。ですから、そういう意味で経

験値だけでいいのかなというところが不安に思いますが、いかがでしょうか。 

 

議 長（白石雄二） 

吉田課長。 

 

学校教育課長（吉田 功） 

ご質問にお答えいたします。こちらの第 10 号の追加につきましては、地方分権提案募集で放

課後児童クラブの勤務経験は豊富だが、高校を卒業していないため、放課後児童支援員になれ

ない方がいるため、その資格要件を拡大するべきではないかという提案を踏まえての改正とな

っております。 

言われますように勤務経験さえ長ければ、即支援員になるというわけではなくて、5年以上の

勤務経験があれば、支援員になるための資格認定の研修を受ける資格ができるというだけであ

りまして、誰でも 5年以上勤務さえすれば、支援員になるということではなく、それから先の

資格認定研修等を受けていただいて、資質向上に励んでいただければというふうに考えており

ます。以上でございます。 

 

議 長（白石雄二） 

岡田議員。 

 

8 番（岡田選子） 

一番大事なところは、やはり私どもは水巻町が 30 年前に始めたときにも、私もそのときの指

導員だったんですけど、やはり資格より資質だと。やっぱり本人のやる気と自己研鑽に励みな

がらやっていくという、やっぱり子どもをきっちり見る力ですよね。だから、そういうものを

大事だなというふうに、資格より資質だと言ってきたんです。だから、中卒の人はだめだとい

うことを言っているわけじゃないんです。 

町が今後、支援員さんに対して、今度一般質問もさせていただいていますけど、そのやはり

質の確保というのが、やっぱりどう受け止めるかということが一番大事だと思うんです。その

へんについて、一般質問と重なるところもあるかも知れませんが、そこを崩さないように、中

卒がだめだって言っているんじゃないんですよ。そういうことを少しご答弁いただけたらと思

いますが。町としての考え方です。 

 

議 長（白石雄二） 

吉田課長。 

 

学校教育課長（吉田 功） 

ご質問にお答えいたします。議員が言われますとおり、日々、児童と接する放課後児童支援
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員の資質向上というのは、当然必要なものであるというふうに考えております。そのため、福

岡県が開催しております放課後児童支援員の資格認定研修や資質向上研修、あと町独自でも支

援員及び補助員、放課後児童クラブの指導員の皆さんの資質向上を図るための研修も、独自で

開催しております。そちらを通して、町といたしましても、支援員さんの資質向上は、常に図

っていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

議 長（白石雄二） 

ほかにご意見は。質疑を終わります。只今、議題となっています、議案第 31 号 水巻町放課

後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正については、文厚産

建委員会に付託いたします。 

 

日程第 18 議案第 32 号 ／日程第 19 議案第 33 号 ／日程第 20 議案第 34 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 18、議案第 32号 福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更について、日

程第 19、議案第 33号 福岡県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡県

自治会館管理組合規約の変更について、及び日程第 20、議案第 34 号 福岡県後期高齢者医療広

域連合規約の一部変更に関する協議についての 3案件を一括議題といたします。只今から質疑

を行ないます。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。只今、議題となっています、議案第 32号、議案第 33号、及び議案第 34

号については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 21 議案第 35 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 21、議案第 35 号 いきいきほーる空調設備等改修工事の請負契約の締結についてを議

題といたします。只今から質疑を行ないます。質疑はありませんか。古賀議員。 

 

13 番（古賀信行） 

106 ページの工事請負契約書を読んだんですけれど、例えば工事施工後です。工事の内容に不

備があって、例えば、そういう不具合が生じた場合、相手に責任をとらせるという、そういう

項目が含まれてないです。これが第 1点。この点どうなっていますか。 

 

議 長（白石雄二） 

課長。 

 

 



- 21 - 

管財課長（原田和明） 

古賀議員にお答えします。契約書本体、表です。表については、書き置きはしておりません

が、これに別途、約款というものがこの契約書についています。この中に今、議員おっしゃっ

たのは瑕疵担保、工事にもし誤りとか修正する箇所があれば、どうなるのかというふうな規定

がありまして、工事の根幹に関する重要な部分に瑕疵があれば 2年間、これは簡易な改修箇所、

これについては1年間、工事の施工者が責任をもって改修するという項目が入ってございます。

以上でございます。 

 

議 長（白石雄二） 

古賀議員。 

 

13 番（古賀信行） 

なぜ私がこんなことを言いますかと言いますと、6月 4日です。本会議終了後、議会事務局の

前のエアコンのパイプから水漏れして、バケツを 5個並べていました。あなたもご存知のよう

に。私は管財課長に去年言いました。それは工事の途中に、工事しているのは下請けの会社で

したけれど、パイプを切断してしまっているんです。だから、水がボタボタ漏れよったんです。 

また、同じ箇所が水漏れしているでしょ。だから、こういう工事の途中の段階で、管財課建

築係の職員が、しかも 1級建築士もいるでしょ。なぜ工事の途中の、監督をしないのか。そし

て、工事完了後の受取検査をしてないから、こういう結果になったと思うんです。 

しかも、3億 5千万円の仕事ですよ。10万円、20 万円の仕事やないんです。こんなこと民間

でやったら、課長なんか、偉い人は、すぐ降格なんですよ。役所はそんなことありません。歯

がゆいことに。そういうことがあるもんだから、私は言っているんです。 

民間の、今、建売住宅でも、私、聞くんです。現場行きますから。保証期間何年ですかと。

ある住宅メーカーは 60年保証しますと言うんです。そう言ったから、私は実際その住宅メーカ

ーの工場を見学に行きました。そして自分自身納得しました。これやったらもてるなと思って。

そういう点で、特に役所はみんなの税金で、そういう大切な工事をしているんだから、特に民

間よりも厳しくそういう点を対応していく必要があると思いますけれど、今後そのような職員

の対応の要望をしますけれど、今後どのような対策をとられますか。 

 

議 長（白石雄二） 

原田課長。 

 

管財課長（原田和明） 

お答えします。確かに 6月 4日の日は、私も現場、すぐ確認しましたけれど、かなりの水が

落ちていました。議員の皆さま方には大変なご迷惑をかけました。この場を借りて、改めてお

詫び申し上げます。 

原因を、どういうふうなことかということで、ちょうどエアコンを 6月 4日から、かけまし

て、エアコンのドレーンといいますか。結露水。これがエアコンが稼働しますと発生しますけ
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れども、その結露水の排出するドレーンパイプです。これが排水管に、最終的には外に出さな

いといけない装置になりますけど、ドレーンパイプと排水溝の繋ぎ部分が、少し外れていたと

いう原因でございました。 

今、議員おっしゃったように点検です。職員のチェックですけれども、ドレーンパイプの繋

ぎ込みについては、全庁舎で同じような箇所が 52 か所あるというふうなことでございます。す

べての箇所につきまして、施工業者、それから議員、今おっしゃった職員です。それから、こ

の工事につきましては、業務管理の委託者、これと全部チェックをしたということでございま

す。 

その後に全部チェックして、いよいよ最後の天井材の復旧、貼り付けというふうなことがあ

ったわけですけれども、恐らく、天井材の復旧の際に何らかの天井の材料があそこにあたって、

ずれたのかというふうなことが原因でございました。ちょうど、今年は 6月 4日から長時間稼

働したものですから、その前に判明がつかなかったというふうなことでございます。 

今年度、今議題にあがっていますいきいきほーるの工事も、同様な大規模な工事でございま

すので、議員おっしゃったようにこれを糧に改めて職員、それから業者には十分なチェックを

していただくように、改めて強く指導をしていくというふうなことで考えております。以上で

ございます。 

 

議 長（白石雄二） 

古賀議員。 

 

13 番（古賀信行） 

課長はふたはめるとき、当たったからとかなんとか言われましたけれど、私はそうじゃない

と思うんです。私はある企業で保守部門、サービス部門にいました。だから検査内容に非常に

詳しいんです。だからパイプも繋いだら、カラーチェックという検査があるんです。おたくの

職員は知らないかもしれません。そういうカラーチェックでもやれば、小さなひび割れがあっ

たって出てくるんです。そんなものあるんです。しかもパイプを繋いで漏れるというのは初歩

的なミスなんです、私に言わせれば。だから業者に、そういう監督を任せたと言われますけれ

ど、最終的に役場の管財課の建築係が責任とるべきと思うんですよ。 

だからそういう点では、日頃から私がいつも言っていますように、職員の教育です、問題は。

私は去年 9月に熊本県の地震対策の勉強に行きました。そのときは九大の教授、熊本大学の教

授が来ていました。私はあなたに言いました。職員を勉強やったらどうですかと、言ったんで

す。私は行ってきて非常にいい勉強してきたんです。そしてあのときの本、あなたに貸しまし

た。だから、私は自分の金で行っているんです。役場の職員は、出張扱いで行かれるんです。

だから、私は役場の職員にいろんな勉強をしてもらいたいんです。そして公共の施設を長寿命

化するために、対策をとってもらうため、言っているわけです。そういう点で、職員の教育は

どうされますか。 
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議 長（白石雄二） 

原田課長。 

 

管財課長（原田和明） 

貴重なご意見ありがとうございます。改めて職員には技術、事務も一緒ですけど、研鑽する

ように指導してまいります。 

 

議 長（白石雄二） 

ほかに。質疑を終わります。只今、議題となっています、議案第 35号 いきいきほーる空調

設備等改修工事の請負契約の締結については、総務財政委員会に付託いたします。 

 

日程第 22 議案第 36 号 

議 長（白石雄二） 

日程第 22、議案第 36号 平成 30年度水巻町一般会計補正予算（第 1号）についてを議題と

いたします。只今から質疑を行ないます。質疑はありませんか。 

 

― 質 疑 な し ― 

 

質疑を終わります。只今、議題となっています、議案第 36号 平成 30年度水巻町一般会計

補正予算（第 1号）については、関係の各常任委員会に付託いたします。 

以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。本日は、これをもって散会いたします。 

 

 

午前 11時 09 分 散会 

 


